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一般社団法人 日本医学教育評価機構 

 令和元年度 事業報告 

（２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日） 

 

 

Ⅰ．事業の実施にあたって基本的方針 

   日本医学教育評価機構の目的は、定款第３条において「我が国の医学教育の質を国際的な見地から

保証することによって、医学教育の充実・向上を図り、我が国の保健、医療、福祉、衛生、並びに国

際保健に貢献するため、医学部・医科大学等における建学の理念を確認するとともに、世界医学教育

連盟（ＷＦＭＥ）の国際基準をふまえて医学教育プログラムを公正かつ適正に評価することを目的と

する。」と定めている。また、定款第４条において、目的を達成するために以下の事業を実施するこ

ととしている。 

  （１）医学教育プログラム評価基準の策定と改訂 

  （２）医学教育プログラムの評価事業 

  （３）医学教育プログラムの充実・向上に関する教育事業 

  （４）医学教育プログラムの充実・向上に関する調査研究 

  （５）医学教育プログラムの充実・向上に関する機関誌及び学術図書の発行 

  （６）国内外関係機関との連携及び諸外国の医学教育評価の情報収集 

  （７）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

   この定款に定められた目的及び事業を達成するため、組織体制と評価態勢の整備を図りながら、医

学教育分野別評価を実施するとともに、公正・適切な評価のための調査研究、各種研修会・セミナー

等の教育事業、広報活動等を実施した。 

 

 

Ⅱ．令和元年度に実施した事業 

１．評価基準及びマニュアル等の整備・改訂 

基準・要項検討委員会において、世界医学教育連盟グローバルスタンダード２０１５年版準拠の 

医学教育分野別評価基準日本版の見直しを行い、より適切な理解に向けて語句や表現の修正を行 

った。また、医学教育分野別評価受審要項を見直しのうえ修正を行った。 

 

２．令和元年度 認定医学部・医科大学 

      医学教育分野別評価の結果、理事会の議を経て認定が確定した大学は以下のとおりである。 

   認定大学には、認定証を交付するとともに、当機構ホームページにおいて認定したことを公 

表した。 

 

  大 学 名                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             認 定 期 間 備  考 

岡山大学 ２０１９年４月１日～２０２４年３月３１日  

藤田医科大学 ２０１９年４月１日～２０２４年３月３１日  
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鳥取大学 ２０１９年６月１日～２０２６年５月３１日  

徳島大学 ２０１９年６月１日～２０２６年５月３１日  

香川大学 ２０１９年６月１日～２０２６年５月３１日  

宮崎大学 ２０１９年６月１日～２０２６年５月３１日  

愛媛大学 ２０１９年１０月１日～２０２６年９月３０日  

東北大学 ２０１９年１０月１日～２０２６年９月３０日  

山梨大学 ２０１９年１０月１日～２０２６年９月３０日  

熊本大学 ２０２０年２月１日～２０２７年１月３１日  

旭川医科大学 ２０２０年２月１日～２０２７年１月３１日  

 

 

３．医学教育分野別評価事業の実施 

理事会において決定した評価事業計画に基づき、１１大学医学部・医科大学の評価を実施した。 

 評価は書面調査と実地調査からなり、実地調査は４泊５日の日程で実施。評価チームの編成に当 

たっては、評価員７名と事務局職員２名の合計９名体制とし、主査・副査・評価員のそれぞれの任 

務を明確にしたうえで評価を実施した。 

 （評価実施済医学部等） 

  熊本大学、旭川医科大学、愛知医科大学、川崎医科大学、名古屋市立医科大学、山口大学、 

久留米大学、東京女子医科大学、浜松医科大学、佐賀大学、三重大学の 11大学 

 

また、実地調査後の審議手続きとして、総合評価部会、評価委員会、異議審査委員会を精力 

的に開催し、評価報告書（案）の審議、異議申請書の審議、認定の判定等を行った。 

 

４．評価員養成研修会等の教育事業の実施 

 （１）評価員養成ワークショップ 

評価事業を実施するうえで、医学教育分野別評価に精通した評価員の養成が不可欠であるため、 

医学部長等から推薦された評価員候補者に対して、評価の仕組みや視点、判定等について研修委員 

会委員の指導によるワークショップ形式の研修会を実施した。 

（令和元年５月１３日開催、参加者：１６名） 

 （２）医学教育分野別評価２巡目の評価に関する評価員ワークショップ 

    ２巡目の評価実施に向けて評価員を対象に、２巡目の評価方針、1巡目との変更点、課題と対応 

などについて研修委員会委員の指導によるワークショップ形式の研修会を開催した。 

（令和元年１２月６日開催、参加者：２５名） 

 （３）自己点検評価報告書作成等に関する講習会 

    医学教育分野別評価を受審するうえで重要な位置づけとなる、評価基準の理解から、自己点検評 

価の実施、自己点検評価報告書の作成まで、研修委員会委員の指導によるワークショップ形式の講 

習会を開催した。（令和元年８月 8日開催、参加者：４６名） 

 （４）事務担当者説明会 

受審大学においては事務部門の積極的なかかわりが重要になることから、令和２年度受審予定 
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医学部等を対象に、医学教育分野別評価の概要、自己点検評価の実施、実地調査の準備等について 

説明会を開催した。（平成３１年４月２４日開催【１巡目の受審大学】参加者：１５名、４月２５ 

日開催【２巡目の受審大学】参加者：１３名） 

 

５．公正・適切な評価システムの確立のための調査・研究 

公正・適切な評価システムを確立することは評価機関として最も重要な課題であるため、調査・ 

解析委員会において評価報告書の比較分析を行い、委員会報告書 No.1「評価報告書の比較分析結 

果」として総合評価部会に提出した。 

 

６．広報活動の推進 

会員に対して評価に関する情報提供、活動内容の発信を目的として、広報委員会の企画により、

ホームページの整備の他、広報誌「JACME Newsletter」を刊行した。広報誌は正会員、賛助会員

及び関係省庁等に配布するとともに、各種会議等においても配布した。 

「JACME Newsletter」第４号、第５号 各１，０００部刊行 

 

７．財務基盤の見直し等 

   機構の運営及び事業計画を円滑に推進するため、財務委員会において、２巡目の評価実施に向け 

て評価手数料の見直しを行い、実地調査期間の短縮に伴う評価手数料の改定を行った。また、会議 

出席謝金のあり方について検討し、支給対象者の見直しを行った。さらに、世界医学教育連盟 

（WFME）の次回認証評価受審に向けて、昨年度に続き評価手数料等の積み立てを行った。 

 

８．その他の事業 

（１）正会員への入会 

   新たに入会申請があった東北医科薬科大学について、理事会において審議の結果、入会を承認 

した。これにより、当機構の正会員は８１大学医学部・医科大学等、及び医師の育成を支援する 

３団体の計８４会員となった。 

 

（２）会議開催関係 

   ①社員総会 

    定款の規定に基づき定時社員総会を開催した。 

   【開催日】 令和元年６月２４日 

     【審議議案】 令和元年度事業計画（案）及び収支予算書（案）、平成３０年度事業報告 

及び決算報告、評価基準日本版の一部改正（案）、他 

②理事会 

   定款の規定に基づき通常理事会と臨時理事会を開催した。 

   第１回通常理事会   

【開催日】 令和元年５月２３日 

【審議議案】 次期役員候補者（案）、部会長・委員長候補者（案）、平成３０年度事業報告 

及び決算報告、他 
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     第２回臨時理事会 

      【開催日】 令和元年６月２４日 

      【審議議案】理事長、副理事長、常勤理事の選任 

  第３回臨時理事会   

【開催日】 令和元年８月１日 

【審議議案】評価報告書（案）及び認定結果（案）、受審年度の調整、他 

     第４回臨時理事会（メール審議） 

      【開催日】 令和元年９月１２日 

      【審議議案】「認定」の確定 

第５回通常理事会   

【開催日】 令和元年１１月１８日 

【審議議案】評価基準日本版の一部改正（案）、評価報告書（案）及び認定結果通知書（案）、 

評価手数料の見直し（案）、他 

第６回臨時理事会（メール審議） 

【開催日】 令和２年１月１５日 

【審議議案】「認定」の確定 

第７回臨時理事会   

【開催日】 令和２年３月２６日 

【審議議案】評価報告書（案）及び認定結果通知書（案）、令和２年度事業計画（案）及び 

収支予算書（案）、医学教育分野別評価受審年度について、他 

 

③部会及び委員会 

      評価及び認定に関する重要事項の検討、評価報告書（案）、異議申請書、認定の判定等の審 

議、その他の各種事業計画等を適切に推進するため、部会及び委員会を精力的に開催した。 

 評価・認定問題検討委員会 ８回 

      総合評価部会       ３回 

      評価委員会       １５回 

      基準・要項検討委員会   ４回 

      異議審査委員会      ３回 

      研修委員会        ４回 

      総務・渉外委員会     １回 

      財務委員会        ３回 

      調査・解析委員会     ４回 

      広報委員会        ３回 

                （※メール審議を含む） 

Ⅲ．事業報告の内容を補足する重要事項 

   令和元年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第 

３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」は存在しない。 

以上 


